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論 文 内 容 の 要 旨 
 
 当智（ドンドゥプ）氏の『チョルテン信仰と文化交渉―チベットアムド地域を中心とし
て―』は、チベットにおいてチョルテンと呼ばれる塔を取り上げ、その信仰の経緯と現状
について現地調査を交えて報告するものである。一般にチョルテンは仏塔の一種と見なさ
れるが、単純に仏塔の性格だけを有するものではない。チベットの各地に存在するチョル
テンのうち、特にアムド地域にあるものを取りあげ、その性格について分析する。本論文
の構成は以下の通りである。 
 
序論 
第一章 吐蕃時代の仏教伝播とチョルテンの形成 
第二章 アムド地域におけるチョルテンの現状 
第三章 アムド地域におけるチョルテンの分類 
第四章 アムド地域におけるチョルテンの機能 
終章 
 
 序論では、これまでのチョルテンに関する先行研究を取りあげて論ずる。また、インド
の塔であるストゥーパについて、仏教の仏舎利塔との比較において論ずる。 
 第一章「吐蕃時代の仏塔伝播とチョルテンの形成」では、吐蕃時代に仏塔が伝わって、
それからどのようにチョルテンが形成されたかを論ずる。もともと吐蕃時代に仏教が伝来
する前、チベットの民間信仰であるボン教においては、土塔や石塔が作られていた。 
 仏教伝来ののち、ソンツェンガムポ王、ティソン・デツェン王、ティツク・デツェン王
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などの時代に各地でチョルテンが作られる。ティソン・デツェン王は有名なサムイェー寺
を建立し、仏教の興隆に寄与した。この時期、紅塔、緑塔、黒塔、白塔といった様々なチ
ョルテンが構築されている。 
第二章「アムド地域におけるチョルテンの現状」では、現地調査に基づき、様々なチョ
ルテンについて報告し、その伝播について考察する。 
またティカ・ミニャクチョルテン、ツォンカパのセルドンチョルテン、ダライ・ラマ三
世のクドンチョルテン、シャンチゥプチョルテンなどを現地調査と過去の記録をもとに分
析する。また過門塔などのやや形式の異なるチョルテンについてもふれる。クブム寺・ロ
ンウォ寺の八大チョルテンについても分析する。さらにレプコン地域におけるゴマル村、
サンゲション村、チャンチャ村等を中心として、各村のチョルテンの形式及びその象徴す
る意味を検討する。 
第三章「アムド地域におけるチョルテンの分類」では、現地調査を行ったチョルテンに
ついて、その特色に基づいて分類を行う。これまで先行研究であるトゥッチ氏の『梵天佛
地』や山本幸子氏の「チベットの技法書に見られる法塔（チョルテン）の類別」などで、
すでにチョルテンの分類は行われてきた。しかし、まだ不十分なところがあり、本論では
さらに詳細に分析を行う。 
まず多くのチョルテンのベースとなる八大チョルテンについて分析を行う。八大チョル
テンは、蓮華、菩提、多種法門、神変、神降、和合、勝利、涅槃の各チョルテンから成る。
それぞれの形に特色がある。また形式以外に、チョルテンの色について分析を行う。さら
に、現地調査で撮影したチョルテンの写真を活用して、チョルテンの材質を分析する。近
年建立されたチゥマ村のチョルテンを事例として、建造の順序について論じる。 
第四章「アムド地域におけるチョルテンの機能」では、これまで分析したチョルテンの、
文化的、社会的、宗教的な機能について、それぞれ分析を加える。 
結論においては、これまでの分析を振り返って、チョルテンに対する総合的な検討を行
う。 
すなわちチベットではチョルテンの歴史は長く、仏教が伝来以前のボン教の時代からテ
ンカルというチョルテンの一部である塔があった。それは、神々を祀る施設が存在してい
た。本格的なチョルテンは 7世紀の仏教の伝来に伴い、各地域に建てられるようになった。
仏塔の起源は、仏陀の遺体を火葬した後、遺骨を 8 つに分けて、八大仏塔が建立したこと
に由来する。現在、チベットでは僧院の広場や入口の辺りには八大チョルテンが建てられ
ている。集落によっては寺院がない村であっても、チョルテンが存在していた。村の端に
位置することが多く、村を守り、幸運を呼び寄せるように、西から東へと村の方向に向け
て建てられている。チョルテンはその地域、各宗派、目的などの違いによる多くの種類が
ある。チョルテンの基盤に近い部分は、修行階梯における基礎を象徴しており、上に行け
ばいくほど、その修行の結果得られる境地を表すようになっている。 
 本論文の分析により、これまで明らかでなかったチョルテンの有する複雑な性格のいく
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つかが解明されたと考えられる。 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
当智（ドンドゥプ）氏の『チョルテン信仰と文化交渉―チベットアムド地域を中心とし
て―』は、これまで単に仏塔の一種だと見なされることの多かったチョルテンに対し、総
合的な検討を加え、その複雑な性格のいくつかを明らかにしたことは、大変評価できる。 
卓見であるのは、ボン教においてすでに存在していたチョルテンとの共通性を明確に示
したことである。むろん、アムド地域という限られた場所にある寺院とチョルテンの現地
調査だけでは不十分なところがある。しかし現地調査を積み重ねての主張については説得
力がある。さらに欲を言えば、さらに広げてモンゴルや旧満州に広がる塔の信仰であるオ
ポー信仰との関連性について、もっと明らかにできたのではないかと考える。これは今後
に期待したい。 
また全体としては、理論面においてかなり荒削りなところがあり、やや牽強付会に感じ
られる主張もあり、この点は今後改めて論をより精緻にすることを望むものである。ただ、
これまでにない視点から分析を行ったことは評価できる。 
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
